
日にち：平成２６年８月２０日（水） 

時  間：午前１１時～１２時 

（開場１０時３０分） 

会  場：白根学習館ラスペックホール 

対  象：保育園児、幼稚園児、小学生、保護者 

参加費：無料 

人  数：先着２００名 

申込方法：白根図書館窓口・電話・FAX にて受

付。一緒に参加される方全員のお名

前と連絡先電話番号（代表者のみ）

をお知らせください。 

※参加アナウンサーは変更になる場合があります。 

白根図書館 TEL025-372-5510  

FAX025-372-5540 

日にち：８月１６日（土） 

１回目 午前１１時～ 

２回目 午前１１時３０分～ 

３回目 午後２時～ 

４回目 午後２時３０分～ 

★１回目と３回目は小さい子向け、 

２回目と４回目はひとりで聞ける子からです。 

会 場：白根図書館おはなしのへや 

 

申込は不要です。当日直接会場までお越しください。 
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８月３１日（日）まで夏休み応援週間です。 

自由研究や夏休みにおすすめの本など、本探しのお手伝い

をします。お気軽に図書館職員までお声掛けください。 

６月から８月にかけて、臼井小学校・味方小学校の施設見学を、また白根北中

学校・白南中学校・白根第一中学校・白根高校の職場体験を受け入れました。 

施設見学では図書館内の見学やおはなし会を体験。職場体験では、カウンター

業務や書架整理、展示架作成などを行いました。 

利用者の皆様からもあたたかい目で見守っていただき、ありがとうございま

した。今後もご協力をお願いいたします。 



 

 

 

 

 

◆『ノストラダムスの大予言  

迫りくる 1999 年 7 の月、人類滅亡の日』◆ 

           五島 勉/著 (祥伝社) 

 

 

 

 

 

 

◆「トム・ソーヤの冒険」  

      （『少年少女世界の名作文学 １２』）◆ 

      名作選定委員会/編 (小学館) 

 

 

 

 

◆「ユリシーズ」（『河出世界文学大系 73・74』）◆ 

ジェイムズ・ジョイス/著 (河出書房新社) 

 

 

 

 

◆『モンテ・クリスト伯 上・中・下』◆  

   アレクサンドル・デュマ/著 (岩波書店) 

 

 

 

 

◆『岳物語』◆ 

椎名 誠/著 (集英社) 

 

 

 

 

 

 

 

◆『宇宙への秘密の鍵』◆  

 ルーシー・ホーキング/著 (岩崎書店) 

 

 

 

 

 

◆『蠅の王』◆  

ウィリアム・ゴールディング/著 (新潮社) 

 

 

 

 

 

 

◆『ぼくは散歩と雑学がすき』◆  

         植草 甚一/著 (筑摩書房) 

 

 

 

 

 

 

 

そのほかにも紹介されました！ 

◆『熱風大陸 ダーウィンの海をめざして』◆ 

◆『恐るべき空白 死のオーストラリア縦断』◆ 

◆『女の子の昔話  

日本につたわるとっておきのおはなし』◆ 

◆『精霊の守り人』◆   

◆星野道夫さんの本◆  

などなど、たくさん紹介されました！ 
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7 月 20 日(日) 

参加者  5 名 

月の読書会 今月のテーマ 

「夏休みに読んでみたい本」 

8月 17日 (日) 午後 2時～ 

会場 白根学習館ルーム 2 

 

「今イチオシの本！」 

 

８月の読書テーマ 

 

読書会は好きな本を持ち寄っておしゃべりする、午後のお茶会のような集まりです。 

申し込みはいりません。気軽に本の話をしましょう。おいしいお茶とお菓子

を用意してお待ちしています。          白根図書館友の会共催 

50 歳以上の男性なら分かるベストセラー本。今

読むと予言は大外れ、大げさ、どうとでも解釈

できる書き方になっている。でも出版された時

代に合っていたのではないか。「7 の月」という

ことで今回選んでみた。 

 

夏休みといえば、冒険！というか散歩をよくする。

「リーマスおじさん」以外は読んだ。夏休みに読

む分量的には、ちょうど良いと思う。 

 

言語への冒険。起きてから寝るまでの一日を書いた

作品である。20 世紀の奇書。批評した本の方が面

白い。色んな読み方がされている。 

 

『十五少年漂流記』(←このタイトルは日本向け)と

同じ舞台設定だが、結末が異なる。『十五少年漂流

記』はハッピーエンドだが、『蠅の王』はバッドエ

ンド。読んだら後味が悪い、暗いお話。『二年間の

休暇』→長い休み・・・ということで選んだ。 

 

映画、小説、音楽、風俗、政治などについて書か

れたエッセイ。 

著者は、家に帰るのはいつも深夜で、良い本はい

つも書店で購入し、洋書も原書で購入していたそ

う。立ち去った後には良い本が、ごっそりと無く

なっていたという・・・ 

 

「巌窟王」としても知られる本。突然の逮捕で投

獄された主人公が復讐していくお話。 著名なほ

とんどの作品が共作である。 

 

「岳」という名前の息子と父との物語。父子関係

が面白い。少し昔のパソコンやケータイがなかっ

た時代のおはなし。 

 

 

文系なので、理系の本を読むにはためらいがある

が、宇宙にはあこがれる。宇宙に思いを馳せる壮大

なお話。「鍵」が何かは読んでからのお楽しみに・・・

まだ１巻しか読めていないが、２・３巻と続く。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

星野道夫/著 

福音館書店 

 

8/8(金) 8/15(金) 8/22(金)  

8/29(金) 9/3(水)  

白根図書館休館日  毎週金曜日・毎月第一水曜

日 

 
 

絵本のよみかたり 

午後 2 時 10 分～ 

ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞ     

午後 2 時 30 分～ 

おはなしのじかん 

    毎週土曜日 

 

8/17(ルーム 2) 午後 2 時～ 

読書会 

(毎月第三日曜日に開催) 

白根図書館９/４までの行事   

9 月のブックスタートは 

4 日(木)です。 

夏と魔法！ 
 

 

 

 

（『月刊かがくのとも』2014 年 3 月号） 

宇田敦子/さく 寄藤文平/デザイン 

福音館書店 

 

8 月といえば、夏休み。なんだか心がウキウキしてきますよね。 

そんな夏に楽しみたい本、ウキウキするような魔法の本を集めました。 

暑さに負けず、夏を満喫しましょう！ 

 

ほんのまんなかにあながひとつあいています。あなにゆびをいれてぺー

じをめくると，あらふしぎ。ゆびがいろいろなものに大変身！ソーセー

ジにお菓子，ほかにも，あんなものにも変身しちゃいます。 

 

「つぎはなににへんしんするの？」 

 

続きはぜひご自分の目で確かめてみてください。 

 

小学校での読み聞かせでもみんなで楽しみました。自分で読んでも，人

に読んでもらっても大いに楽しめる絵本です。    (三條) 

 

 

18 歳の時に古本屋で買った 1 冊の本に載っていた、アラスカの小さな

村の写真。その風景に魅せられてアラスカへ渡り、自然や野生動物をテ

ーマに写真を撮り続けた星野道夫は、エッセイも数多く遺しています。

この本ではアラスカの生活がいきいきと綴られ、私が知らなかった極北

の魅力を教えてくれました。 

暑い夏には読書で、雪と氷に覆われた世界を旅してみませんか？ 

（小林） 

 

 

8/9 (ルーム4 、5) 

8/23 (ルーム4 、5)  

午前 10 時～ 

おはなしかご例会 

毎月第二、第四土曜日 

※白根図書館で活動しているボラ

ンティアグループの勉強会です。 

 

7 月の来館者数…… 15,550 人     

http://thumbnail.image.rakuten.co.jp/s/?@0_mall/book/cabinet/8340/83401289.jpg


月の企画展示 
（入口正面の展示コーナー） 

 
★テーマ：「夏におすすめの本」 

 

７月に引き続き、課題図書や自

由研究の本、暑い夏を 

少しでも涼しく 

過ごせるような本 

を展示します。 

月潟図書館      月のカレンダー 

編集・発行 新潟市立月潟図書館 
〒950-1304 新潟市南区月潟1417番地  電話：025-375-3001 FAX：025-375-1060 

 

 

月潟図書館だより 
２０１４年 ８月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 
こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 
こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

８ 

８ ボランティアによるおはなしのじかん 

毎週土曜日10時30分～11時 場所: 視聴覚室 

 

開館準備 

 カウンター業務を体験 

おすすめの本を紹介します！ 
 

実施期間 

８月1日(金)～31(日) 

 

職場体験期間中は、ご協力あ

りがとうございました。 

体験業務の一部を紹介しま

す！ 

 

 

 

8月4日(月)、6日(水)、11日(月)、 

18日(月)、25日（月） 

火曜～金曜 ： 午前10時～午後7時 

土曜～日曜 ： 午前10時～午後5時 

休館日 開館時間 

書架整理 

 

 

  ８/２ 

つくろう！ 

ミニプラネ

タリウム 

８/８ 

こわ～いお

はなし大会 

おはな

しのじ

かん 

貸出 ７個集め

てプレゼ

ントを 

貸出や事業

に参加して

スタンプ

 

白南 

中学校 

1名 

 

 




